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＜連絡事項＞

・昨日Ｂユニット分の月ごとの身体測定(体重、腹囲測定)を実施しましたが、Ａユニット分の測定は行なっていないため、本日Ａユニットのお風呂につく方は測定お願いします。

・9/19(日)に八戸東高校の学生が病棟を見学に来ます。詳しい日程は決まり次第連絡します。

＜患者様連絡事項＞

・宮　陽子様～本日14:00 に療養環境変更目的にて北病棟へ転棟となっています。

・林　田鶴子様～本日15:00から9/10(金)15:00まで、外泊予定です。帰院時には外泊中の様子、危険物を持ち込んでいないか等の確認をお願いします。

· 栗谷川　慎平様～予定通り本日11時の退院となっています。昨日家族から郵便局の保　　

険手続きをするための診断書を作成してほしいとの依頼があり、本日来院された際、ご家族様が所定の診断書を医事に提出しました。初外来時までに記載しご家族様へ提出する予定となっています。

・松林　政道様～本日朝に臨時薬が切れ、本日昼から前回と同様の臨時薬が処方されました。

・江刺家　陽輝様～左第1趾の処置について、今までは1日２回の処置を一枚の処置箋を使用して行っていましたが、主治医からの指示で今後は一週間分をまとめて処置箋で出せるよう書式を準備しています。

次回の皮膚科受診は10/5(火)となっています。主治医より外出許可はでています。

＜注目患者様＞
・湊屋　廣志様～昨日療養環境変更目的にて西病棟Ａユニット49号室へ転入となっています。夜間良眠しており、表情穏やかで不調の訴えもなく、日課は自主的に行なう事が出来ています。睡眠状況の観察、保清面での援助の確認をしていきましょう。

· 赤坂　順一様～昨日療養環境変更目的にて西病棟Bユニット27号室へ転入となってい　

ます。夜間良眠しており、表情穏やかで他者交流しながら、落ち着いて日課を過ごす事出来ています。東病棟では脚が痛いとの訴えがあったためOT を病棟ホールで行なっていましたが、今後は作業室との距離も近くなったため作業室で行なえるよう促していきましょう。

・佐々木　淳様～昨日水分摂取量に対して介入した際、不機嫌になる事ありましたが、本日は不機嫌さ・易怒性になることなく、落ち着いて日課を過ごされています。今後継続して介入時本人の理解度に合わせた指導を行い、他者とのトラブルがないよう観察を行なっていきましょう。

・宮本　建蔵様～昨日左手の疼痛を訴え、夜間に尿失禁がありました。本日は妄想発言なく、落ち着いて日課に取り組まれています。今後も精神症状の観察及び日課への参加状況の確認を行なっていきましょう。

＜Dr安ヶ平患者様㏄＞

・石切　久様～本日診察の際に「幻聴が聞こえるが、今は自己対処できるから自分で頑張　　　　　　　る」と話されています。表情及び他者との交流及び日課への参加状況、精　　　　　　　神症状等について、今後も継続して観察を行なっていきましょう。

・新堂　寿子様～来週を目途に退院したいと話され、主治医からの許可はおりています。本人は9/13(月)に退院希望と話されていますが、山田Psw と調整し来週中に退院療養検討会を行ってから退院となる事を本人に話しています。

＜新堂寿子様の退院後の支援体制検討会＞

上十上保健所・三沢氏健康推進課が来院。退院後の支援体制について検討を行ないました。初回入院から今回の入院に至るまでの経過について振り返り、今回の入院後の治療経過について説明を行いました。

定期的な通院・通所について

退院後は、当院の通院を継続していく事としています。生活スタイルの確立や病状管理等の面で精神科ディケアや訪問看護ステーション等の利用が望ましいですが、本人の利用意志が低く、自宅で安定した生活を勧めるよう日中の活動を具体的検討しています。通院については当院でも病床管理、生活指導等を密に行なう事とし２週間に１度通院していただく事としています。

病状管理について

病状、病感が乏しく、退院後は断薬にいたる可能性も高く、服薬場所や服薬方法などは決定しています。上十三保健所、三沢市健康推進課からも定期的に訪問、症状悪化時は早急かつ円滑に治療に繋げられる体制を整備する事としています。その他社会資源や日課活動について確認し、本人に対しても退院後の援助体制に対する説明を行い、同意を得ています。

＜SST評価・検討＞

・アルコールグループ～栗谷川様、新田様は自ら目標を設定出来ているが、田中様はゆっくりと時間をとって生活の振り返りをしながら設定へと繋げています。全体的には、それぞれ発言も積極的で、明るい雰囲気をつくれています。田中様は退院時の事や退院したいという思いがあり、現時点での問題点を見つけることが出来ない様子です。日常を振り返りながら、課題を探していく必要性があります。

・Ａユニット～松林様は本日目標設定し、本日より実践してみると話している為、次回感　　　　　　　想や問題点を報告する事としています。源波様は外泊してみて、困る場面　　　　　　　や不安だった所を次回から訓練していく事としています。それぞれ次回に　　　　　　　実践後の問題点を抽出していき、アプローチしていく必要があります。

・Ａグループ～家族へ電話すると言う目標を全員が立てていますが、津嶋様以外は家族へ　　　　　　　電話していない為、振り返りできず。自身の調子を伝えるだけでも良い為、　　　　　　　家族へ電話してみるよう促しています。月ごとの家族への電話回数につい　　　　　　　て、月に1回で良いのか、それとも毎週1回はかけるべきなのか、判断が難　　　　　　　しい状況です。

· Ｂグループ～清水様・宮本様は拒否や不調あり、個別にて実施している。他患者様は、　　　　　　拒否無く参加しているが、「これからやります」「やってない」と言った意　　　　　　見が多く、振り返りにならず、実施に向けロールプレイの実践を行なって　　　　　　います。林様が外泊時目標を実施してくるとの事なので、次回確認お願い　　　　　　します。曽我様も家族へ電話するとの事なので、確認お願いします。

· Ｃグループ～自ら目標を振り返っている方が多かったが、特定の方は下を向いたり、居　　　　　　眠りあるため介入要しています。スタッフと挨拶や会話が出来ていると評　　　　　　価している方が多いです。

· Ｄグループ～自らの目標は大部分が実施する事出来ていると振り返っている。山田　　　　　　　　様・羽立様以外は慨ねて出来ているとの評価している。スタッフの問い　　　　　　　掛けに対して、発言見られています。
